






































































て」を分析した守時 (1994) や堀口(1995) の、「って」に関する用法分類と対応させれば、当該
発話以前にかわされた会話のなかの発話の内容、発話行為(形式ではない、 (13) ではAl 、 B









































































(A) 聞き手の発話内容が話し手の考えにマッチした場合の、聞き手への訴えかけ (s 4.1) 
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山形市方言における文末詞ズ
(B) 聞き手を話に引き込むズ(~ 4.2) 
(C) 自分自身への訴えかけ(~ 4.3) 






のうち、 (b)および/もしくは (c) の「実際はそう思っていない/しようとしないJ 聞き手という
部分が後退して、聞き手への訴えかけ性が顕著になったものという点で共通する。また (C) は、















































































に認めさせる(訴えかける、条件 (c) の「聞き手j を「話し手」に変更して、あるいは「聞き
















ここで、 Al の行ケヨと A2 の行ケズを入れ替えることはできない。また、





































(B) ズとヨは共起しない( (A) からの必然的な帰結)
(C) しかし、ネが後接した環境では、ズとヨは意味・機能的には対立しない。方言と共
通話というスタイル面での対立である

















(B・2) 聞き手の考え・意向と対立しないズ(~ 4) 
(B・2・1)聞き手の発話内容が話し手の考えにマッチした場合の、聞き手への訴えかけ
(s 4.1) 
(B・2・2) 聞き手を話に引き込むズ(S 4.2) 
(B・2・3) 自分自身への訴えかけ (s 4.3) 

















ホ この研究は、平成 11 年度文部省科学研究費(基盤研究 (B) (2) 、研究課題番号 10410097) r文法体系
のバリエーションに関する対照方言学的研究J (代表者、大西拓一郎)によるものである。
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